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今
、
テ
レ
ビ
を
見
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
番
組
で
健
康
医
療
情
報
が

氾
濫
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ソ

コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
雑
誌
新
聞

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
玉ぎ

ょ
く

石せ
き

混こ
ん

淆こ
う

の

健
康
医
療
情
報
が
否
が
応
に
も
目
に
つ

き
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
多
い
情
報
か
ら
、

自
分
に
必
要
で
正
確
な
情
報
を
拾
い
出

す
の
は
一
般
の
方
々
に
は
困
難
で
し
ょ

う
。
と
い
う
の
も
、
医
師
の
間
で
も
健

康
や
医
療
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
取
り

組
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
と
は
い
え
、
国
民
の
過
半
数
が
罹か
か
っ

て
い
る
高
血
圧
症
な
ど
の
成
人
病
（
生

活
習
慣
病
）
や
、
命
に
関
わ
る
が
ん
や

心
臓
病
に
は
無
関
心
で
い
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
正

確
で
必
要
な
情
報
を
得
る
か
。

　
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
ま
ず

発
信
源
の
信
頼
性
が
大
事
で
す
。
医
療

は
学
問
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
の
で
、

医
師
・
学
識
者
と
し
て
真
面
目
に
活
動

し
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
を
選
ぶ
べ
き

で
す
。
情
報
発
信
す
る
先
生
方
は
、
ほ

と
ん
ど
が
教
育
研
究
機
関
か
病
院
・
医

療
機
関
に
所
属
し
て
い
る
の
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
業
績
や
活
動
状
況
を
確
認

で
き
ま
す
。
私
の
場
合
、
大
学
の
教
職

は
リ
タ
イ
ア
し
て
い
ま
す
が
、
大
学
名

誉
教
授
と
し
て
大
学
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

に
メ
デ
ィ
ア
活
動
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
信
頼
を
損
な
う
よ
う
な
非
科

学
的
非
社
会
的
記
事
を
書
く
こ
と
は
憚

ら
れ
ま
す
。

　
私
は
大
学
卒
業
後
循
環
器
科
医
師
と

し
て
研
究
と
診
療
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
40
代
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
発

信
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
習
慣

病
を
リ
ス
ク
と
す
る
動
脈
硬
化
症
か
ら

生
じ
る
脳
卒
中
や
、
心
臓
血
管
病
に
つ

い
て
の
解
説
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
を
持
っ
て
い
る
人
は
無

数
で
す
が
、
そ
の
う
ち
持
病
を
認
識
し

て
い
る
人
は
半
分
以
下
、
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
人
は
3
割
く
ら
い
で
す
。

一
方
、
医
師
も
高
血
圧
症
程
度
と
軽
く

見
て
、
心
臓
血
管
な
ど
の
臓
器
障
害
を

調
べ
ず
、
た
だ
経
過
観
察
や
投
薬
の
み

で
放
置
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
忙
し
い
医
師
の
自
己

研
鑽
の
み
で
診
療
レ
ベ
ル
を
充
実
す
る

の
は
困
難
で
、
一
般
の
人
が
自
分
の
健

康
状
態
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
も

大
事
で
す
。
こ
こ
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
医
学
雑
誌
の
書
き
物
や
論
文
と
違
い
、

有
名
人
の
病
気
や
社
会
的
に
興
味
が
持

た
れ
る
健
康
医
療
に
関
す
る
話
題
を
知

人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
、
そ
れ
に
私
が
コ
メ
ン
ト
す
る
と

い
う
形
式
で
記
事
を
作
成
し
て
き
ま
し

た
。
長
嶋
監
督
の
心
房
細
動
に
よ
る
脳

血
栓
症
を
初
め
て
新
聞
で
詳
細
に
説
明

し
た
の
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
の
こ
と
で
す
。

　
依
頼
さ
れ
た
記
事
以
外
に
、『
日
刊

ゲ
ン
ダ
イ
』（
二
○
一
五
年
）
に
「
し
な

や
か
な
血
管
が
命
を
守
る
」
と
い
う
連

載
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
大
動
脈
解
離
、
脳
卒
中
や
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど
、
命
に
係
わ

る
血
管
病
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
雑
誌
『
ニ
ュ
ー
ト

ン
』
の
特
集
で
、
心
臓
血
管
病
の
解
説

を
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
子
ど

も
や
若
者
に
心
血
管
病
を
認
識
し
て
も

ら
う
の
に
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
毎
日
新
聞
社
、
産
経
新
聞
社
、
文
藝

春
秋
社
、
講
談
社
な
ど
の
新
聞
、
雑
誌

な
ど
に
多
く
の
記
事
を
書
い
て
ま
い
り

ま
し
た
。
特
に
、
講
談
社
系
の
夕
刊

紙
・
雑
誌
（
現
代
）
か
ら
ヤ
フ
ー
ニ
ュ

ー
ス
に
は
無
数
の
記
事
を
執
筆
致
し
ま

し
た
が
、
冬
の
寒
さ
と
夏
の
暑
さ
、
風

呂
場
や
ト
イ
レ
の
リ
ス
ク
、
熱
中
症
と

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
の
関
係
、
緑
茶
や

和
食
の
有
益
性
、
脳
血
管
病
や
心
血
管

病
の
危
険
性
な
ど
、
主
に
生
活
習
慣
病

か
ら
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
（
心
血
管
系
の
病

気
の
こ
と
）
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
、
和
食
、
地
中
海

食
の
有
益
性
、
薬
に
よ
る
過
度
の
血
圧

降
下
の
危
険
性
、
不
適
切
な
マ
ス
ク
使

用
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
散
な
ど
は
、

社
会
的
に
も
大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し

た
。

　
二
○
一
七
年
三
月
に
大
学
を
定
年
退

任
、
四
月
に
当
院
へ
赴
任
し
て
か
ら

も
、
約
百
編
近
い
記
事
を
さ
ま
ざ
ま
な

新
聞
雑
誌
に
寄
稿
し
て
き
ま
し
た
。
二

○
一
九
年
末
か
ら
血
液
と
血
管
病
の
シ

リ
ー
ズ
を
『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
に
連
載

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
二
○
二
○
年
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
中
断

と
な
り
ま
し
た
。
一
時
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
記
事
に
追
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
と
一
段
落
と
な

り
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
本
格
的
に
血

液
・
血
管
に
関
す
る
話
題
や
情
報
が
提

供
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

sakura_3

一 

温
か
い
心
で
、
き
め
細
か
く
気
配
り
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

二 

安
全
な
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

三 

健
康
の
維
持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

四 

医
療
機
関
、
保
健
・
福
祉
機
関
と
連
携
し
地
域
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。

五 

職
員
が
「
や
り
が
い
の
あ
る
・
働
き
や
す
い
・
誇
り
を
も
て
る
」
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
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「
信
頼
さ
れ
る
優
し
い
医
療
」

総合健診センター長  東丸 貴信

医療情報を
いかに伝えるか？No.01

1978 年東京大学を卒業。第二内科医局長、日赤
医療センター循環器部長、東邦大学医学部教授を
経て、2017 年 4月より平成横浜病院総合健診セン
ター長に就任。東邦大学名誉教授。

現在、平成横浜病院のワクチン接種予約受付は終了しています
接種をご希望の方は、横浜市のワクチン接種予約センター

（︎電話番号：0120-045-112 受付時間：午前9 時〜午後7時、土日祝実施）
または、横浜市のワクチン予約専用 Webサイト（︎https://yokohama.v-yoyaku.jp/login）をご利用ください。

新型コロナウイルス
ワクチン接種を行いました

お顔を見ることができ、職員も思わず笑顔になりました。ま
た、「暑いなかお疲れ様でした」と声をかけると「いやい
や、休みの日にワクチン対応してくれて、こちらこそありがと
う。助かったよ」と優しいお言葉をいただき、思わずうれし
涙が…。いつどこで感染するかわからない今、ワクチンを打
っても絶対感染しないわけではありません。また、アレルギ
ーや体の状態で、ワクチンを打ちたくても打てない方もいま
す。今後も、職員一人ひとりが3密（密閉・密集・密接）
を避け、マスクの着用と手洗いの徹底をしっかり行っていき
たいと思います。

月27日から約 6週間、当院の診察券をお持ちの
患者さんを対象に、毎週日曜日、コロナウイルス

のワクチン接種を行いました。各日程、約 300 名の方が
暑いなか病院に足を運んでくださいました。「やっと打てま
したー」「少し安心しました！」とみなさんの笑顔と安心した
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第23回

頭
痛
の
お
話

　
私
た
ち
の
多
く
は
頭
痛
の
経
験
が
あ
り
、

「
自
分
は
頭
痛
持
ち
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
実
際
、
半

数
以
上
の
人
が
、
月
に
１
回
以
上
の
頭
痛
を

経
験
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み

の
程
度
、
部
位
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
多
く

の
場
合
、
鎮
痛
薬
で
対
処
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
特
に
、
何
年
も
の
間
、
同
じ
よ
う
な

頭
痛
を
繰
り
返
し
、
鎮
痛
薬
を
飲
む
こ
と
で

通
常
の
日
常
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
場

合
は
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
わ
く
な
い
頭
痛
」
と

言
え
ま
す
。

よ
く
あ
る
頭
痛

　
頭
痛
が
あ
る
と
す
ぐ
「
片
頭
痛
」
と
考
え

ま
す
が
、
一
般
的
な
頭
痛
と
し
て
多
い
の
は

「
緊
張
型
頭
痛
」
で
、
日
本
人
の
20
%
程
度

が
こ
の
型
の
頭
痛
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
不
自
然
な
姿
勢
、
過
労
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
が
誘
因
と
な
り
、
首
筋
か
ら
後

頭
部
に
か
け
て
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛

み
が
出
ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ
ら
の
原
因
を
取

り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
片
頭
痛
の
多
く
は
、
頭
の
片
側
が
ガ
ン
ガ

ン
脈
を
打
つ
よ
う
に
痛
み
ま
す
。
通
常
、
１

～
２
時
間
程
度
続
き
ま
す
。
前
兆
と
し
て
、

集
中
力
が
低
下
し
た
り
、
光
や
音
に
過
敏
に

な
っ
た
り
、
目
の
前
に
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
明
る

い
光
が
見
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
頭
痛
が
強
い
時
は
吐
き
気
や
嘔
吐
を

伴
い
ま
す
。

　

顔
面
の
一
部
に
激
痛
が
走
る
場
合
は
、

「
三
叉
神
経
痛
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
脳
内
の
細
い
血
管
が
三
叉
神
経
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
る
刺
激
が
原
因
と
さ
れ
、

命
に
関
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

本
人
に
と
っ
て
辛
い
痛
み
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
頭
痛
は
市
販
の
鎮
痛
薬
で
軽
減

す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適

し
た
治
療
薬
が
あ
り
ま
す
の
で
、
痛
み
が
持

続
し
た
り
、
増
強
す
る
場
合
に
は
専
門
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
す
べ
き
頭
痛

　
こ
れ
に
対
し
、
緊
急
で
対
処
し
な
い
と
生

命
に
関
わ
る
頭
痛
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

主
に
「
脳
血
管
障
害
（
脳
卒
中
）」
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。
脳
卒
中
と
は
、
脳
の
血
管
が

破
れ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
す
る
病
気
で
す
が
、

い
ず
れ
も
突
然
頭
痛
を
起
こ
し
た
り
、
手
足

の
麻
痺
が
出
た
り
し
ま
す
。
多
い
順
に
脳
梗

塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出
血
に
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
ど
れ
も
早
い
対
応
が
必
要
な
た
め
、

す
ぐ
に
救
急
病
院
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

⦿
く
も
膜
下
出
血
：
脳
卒
中
の
中
で
一
番
激

し
い
頭
痛
を
起
こ
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
は

「
頭
が
割
れ
そ
う
な
痛
み
」
と
訴
え
、
吐
き

気
や
嘔
吐
を
伴
い
ま
す
。
原
因
の
大
半
は
脳

動
脈
瘤
の
破
裂
で
、
瘤こ

ぶ

状じ
ょ
う

に
膨
ら
ん
だ
血
管

の
一
部
が
破
れ
て
、
脳
の
表
面
に
出
血
し
ま

す
。
出
血
が
ひ
ど
い
場
合
は
命
に
関
わ
る
危

険
な
病
気
で
す
。
出
血
前
は
通
常
、
無
症
状

で
す
。
M
R
I
検
査
で
比
較
的
小
さ
な
動
脈

瘤
も
見
つ
か
り
ま
す
が
、
通
常
、
数
ミ
リ
の

未
破
裂
の
動
脈
瘤
は
出
血
す
る
危
険
性
が
低

い
た
め
、
定
期
的
な
検
査
で
経
過
を
み
ま
す
。

破
裂
動
脈
瘤
に
対
し
て
は
、
開
頭
手
術
で
ク

リ
ッ
プ
を
か
け
る
治
療
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、

カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
て
細
い
コ
イ
ル
を
動
脈

瘤
に
丸
く
詰
め
て
塞
ぐ
方
法
も
多
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

⦿
脳
出
血
：
高
血
圧
の
患
者
さ
ん
に
起
こ
り

や
す
く
、
そ
の
場
合
、
高
血
圧
性
脳
出
血
と

呼
ば
れ
ま
す
。
脳
内
の
細
い
血
管
か
ら
出
血

す
る
の
で
、
脳
の
深
部
に
血け

っ

腫し
ゅ

を
作
り
ま
す
。

血
腫
が
大
き
い
と
脳
の
圧
が
上
が
り
頭
痛
を

き
た
し
ま
す
。
小
さ
な
出
血
で
は
、
頭
痛
は

軽
度
の
こ
と
も
多
く
、
出
血
し
た
部
位
の
脳

の
機
能
が
障
害
さ
れ
る
症
状
が
出
ま
す
。
内

包
と
呼
ば
れ
る
運
動
神
経
の
通
路
付
近
の
出

血
で
は
、
反
対
側
の
手
足
の
麻
痺
が
出
現
し

ま
す
。
脳
の
前
頭
葉
に
は
運
動
神
経
、
頭
頂

葉
に
は
感
覚
神
経
、
後
頭
葉
に
は
視
覚
神
経

の
中
枢
が
あ
り
、
そ
の
神
経
の
障
害
に
よ
り
、

麻
痺
や
知
覚
異
常
、
視
野
欠
損
な
ど
が
出
ま

す
。
ま
た
、
前
頭
葉
お
よ
び
側
頭
葉
（
多
く

の
場
合
左
側
）
に
は
言
語
中
枢
が
あ
り
、
言

葉
の
障
害
が
出
現
し
ま
す
。

⦿
脳
梗
塞
：
頭
痛
は
軽
度
で
多
く
は
麻
痺
や

知
覚
異
常
で
発
症
し
ま
す
。
比
較
的
太
い
血

管
が
詰
ま
り
、
梗
塞
の
範
囲
が
広
い
と
、
脳の

う

浮ふ

腫し
ゅ

を
伴
っ
た
り
、
梗
塞
後
に
出
血
し
て
、

脳
の
圧
が
上
が
り
頭
痛
を
き
た
し
ま
す
。
神

経
症
状
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
治
療
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
脳
卒
中
の
誘
因
と
な
る
危
険
因

子
と
し
て
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
（
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
値
の

異
常
）、
不
整
脈
（
心
房
細
動
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
日
常
生
活
で
は
、
禁
煙
、
減
塩
、

節
酒
を
心
掛
け
、
肥
満
に
も
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
こ
の
ほ
か
、
頭
部
外
傷
や
脳の

う

腫し
ゅ

瘍よ
う

、
感
染

症
な
ど
に
伴
う
頭
痛
も
あ
り
ま
す
。
現
在
用

い
ら
れ
て
い
る
日
本
頭
痛
学
会
の
分
類
に
、

若
干
の
説
明
を
加
え
た
表
を
提
示
し
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に
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こんな頭痛の時はすぐに専門医を受診！
次回の
リレー特集も
お楽しみに！

⦿ある瞬間に突然痛くなった。
⦿頭が割れそうに痛い。
⦿吐き気や嘔吐を繰り返す。
⦿急に手足の動きが悪くなった。しびれが出た。
⦿言葉が出にくい、呂律が回らない。
⦿視野の一部が欠けて見えない部分がある。

頭痛の分類

渋
井  

壮
一
郎

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
専
門
医

一次性頭痛：頭蓋内に原因となる 病変のない もの
片頭痛、緊張型頭痛、三叉神経・自律神経性頭痛（︎群発頭痛など）、

その他の一次性頭痛

有痛性脳神経病変、他の顔面痛・頭痛
脳神経の有痛性病変およびその他の顔面痛

（︎三叉神経痛、後頭神経痛など）、
その他の頭痛性疾患

二次性頭痛：頭蓋内に原因となる 病変のある もの
頭部外傷・傷害による頭痛、
頭頸部血管障害による頭痛

（︎脳内出血、くも膜下出血、脳梗塞など）、
非血管性頭蓋内疾患による頭痛（︎脳腫瘍、変性疾患など）、
物質またはその離脱による頭痛（︎薬物、食品など）、
感染症による頭痛（︎髄膜炎、脳炎など）、
ホメオスターシス（︎生体恒常性）障害による頭痛、
頭蓋骨、頸、眼、耳、鼻、副鼻腔、歯、口などの障害による
頭痛あるいは、顔面痛、精神疾患による頭痛

（日本頭痛学会 国際頭痛分類第３版より改変）

第
1
部

第
3
部

第
2
部
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入院・退院時の窓口 地域医療連携室で働くスタッフ

お困り事の相談窓口

地
域
医
療
連
携
室
っ
て

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？

医療ソーシャル
ワーカーのお仕事

１日の流れ

地
域
医
療
連
携
室
の
ご
紹
介

内
科
外
来
の
お
隣
へ

移
転
し
ま
し
た
！

※障害福祉サービス…「障害者総合支援法」に基づき提供され
るサービスの総称。介護が必要な方のニーズに応じて、居宅や通
所などのサービスを提供する「介護給付」と、自立した社会生活
を送るために必要な、生活や就労に向けた訓練などを提供する「訓
練等給付」のことを指す。

多職種合同で入院退
院やベッド状況を話し
合います。

8:30 
始業・ミーティング

患者さんの元へ伺い客観的
評価（看護上の問題点を明
らかにすること）を行うほか、
入院患者さんの対応、急性
期病院等からの転院相談など
を行います。

9:00～12:15
午前の業務

13:00～17:00
午後の業務
家屋調査や病棟カンファレ
ンス（多職種で行う会議
のこと）介護保険認定調
査、施設面談等の対応を
行います。

一般病棟、地域包括ケア病棟、回復期リハビリテーション病棟を持ち、

急性期病院等から転院されてくる患者さんや、地域から入院される患

者さんが多くいます。当院からの退院調整は、主に医療ソーシャルワ

ーカーと看護師が担っています。患者さん、ご家族の意向を踏まえたう

えで、多職種でカンファレンスを行い、患者さんの状態に応じた退院

先を選定します。調整を行う際には、必要に応じて介護保険や障害

福祉サービス※の申請をするほか、退院前にご自宅の家屋調査を実施

しています。特に、他病院から当院へ転院された患者さんのなかには、

長期入院を経てからご自宅へ戻ることに不安を抱かれる方も多いです。

患者さんの気持ちに寄り添う支援をするため、家屋調査や退院前のカ

ンファレンスを行うことで、不安点・課題点の解決策を探し、退院後、

少しでも安心して在宅生活が送れるようサポートします。 病院で働く福祉の専門職で、社会福祉の立場から問題を解決します。具体的には、
退院時の援助と退院後の生活支援、患者さんとご家族が抱える医療費などの経

済的問題の解決、調整援助などを行います。

入院や転院の際、院内全体の空床状況をみながら、患者さんに最適なベッドが提供
できるように調整を行います。また、退院後、患者さんが自宅で快適に暮らせるよ

う家屋調査を実施し、よりよい在宅生活環境の検討や提案を行います。

入院患者さんのみならず、地域で生活されている

方の相談にも応じています。当院でお受けしてい

る主な相談内容は下記の通りです。

・介護保険などのご相談

・各種医療機関、診療所、福祉施設
　からのご相談および診療紹介、　
　検査紹介、逆紹介の支援

・療養上のさまざまなご相談

・当院へのご意見、ご要望　など

看護師

理学療法士
（病棟スタッフと兼任）

※日によって業務時間や内容は異なります。

02

03

01Ch
ec
k

Ch
ec
k

Ch
ec
k

医療
ソーシャル
ワーカー

　

地
域
医
療
連
携
と
は
、
地
域
内
の

医
療
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
応

じ
て
機
能
の
分
担
や
専
門
化
を
進
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
連
携
し
合
う
こ

と
で
効
率
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
に
提
供
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「
大
き
な
病
院
に
軽
症
の
患
者
さ
ん

が
集
中
し
て
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
」

「
重
症
の
患
者
さ
ん
の
診
療
に
十
分

な
時
間
が
使
え
な
い
」
と
い
う
事
態

を
避
け
る
た
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
連
携
室
に
は
、
医
師
１

名
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
4
名
、

看
護
師
7
名
、
理
学
療
法
士
１
名

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
主
な
業
務
は
、

入
院
退
院
時
の
窓
口
や
お
困
り
事
の

相
談
窓
口
で
す
。
今
回
は
地
域
医
療

連
携
室
の
お
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

OPEN
病気や介護のことでお困り事があれば、

いつでもご相談ください！



　
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
経
腟
超
音

波
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
経
腟
超

音
波
検
査
っ
て
ど
ん
な
検
査
な
の
？
」

の
声
に
お
答
え
し
て
、
今
回
健
康
診
断

の
ス
ス
メ
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
！

　
経
腟
超
音
波
検
査
と
は
、
婦
人
科
で

行
う
超
音
波
検
査
の
一
つ
で
、
子
宮
や

卵
巣
な
ど
を
観
察
す
る
た
め
の
検
査
で

す
。
小
さ
な
異
常
も
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
婦
人
科
で
は
内
診
と
合
わ
せ

て
行
う
基
本
的
な
検
査
の
一
つ
で
す
。

　
子
宮
が
ん
検
診
で
受
け
る
「
子
宮
頸け
い

部ぶ

細
胞
診
」
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
に
つ

い
て
は
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

内
診
だ
け
で
は
そ
の
他
の
子
宮
筋
腫
や

子
宮
内
膜
症
、
卵
巣
の
う
腫
な
ど
、
子

宮
・
卵
巣
の
疾
患
は
く
わ
し
く
調
べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
経
腟
超
音
波
検

査
で
は
、
子
宮
や
卵
巣
の
中
の
状
態
ま

で
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
疾
患
を
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

婦
人
科
で
は
基
本
的
な
検
査
で
す

が
、
認
知
度
が
低
く
、
子
宮
が
ん
検
診

で
導
入
し
て
い
な
い
自
治
体
や
、
補
助

の
対
象
で
な
い
企
業
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
自
ら
婦
人
科
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
人
間
ド
ッ
ク
で
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
検
査
？  

痛
み
は
？

　
婦
人
科
の
内
診
台
に
座
り
、
プ
ロ
ー

ブ
と
呼
ば
れ
る
細
い
棒
を
腟
の
中
に
入

れ
ま
す
。
プ
ロ
ー
ブ
の
先
か
ら
出
る
超

音
波
が
子
宮
や
卵
巣
に
反
射
し
た
画
像

を
、
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
て
子
宮
や
卵
巣

の
様
子
を
確
か
め
ま
す
。
医
師
が
画
像

を
見
な
が
ら
く
わ
し
く
説
明
い
た
し
ま

す
。
挿
入
時
に
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
痛
み
や
出

血
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
放
射
線

を
使
う
検
査
で
は
な
い
た
め
、
被
爆
の

心
配
も
な
い
検
査
で
す
。ま
た
、プ
ロ
ー

ブ
を
挿
入
す
る
際
に
は
専
用
の
カ
バ
ー

を
つ
け
る
の
で
、
衛
生
的
に
も
安
全
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
人
に
お
す
す
め
？

　
子
宮
・
卵
巣
の
疾
患
の
な
か
に
は
、

悪
化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
の
な
い
疾
患

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
代
に
関

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
女
性
に
定
期
的
に

受
け
て
ほ
し
い
検
査
で
す
。
特
に
月
経

の
あ
る
方
に
は
疾
患
を
早
期
に
発
見
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

方
に
は
、
右
図
「
経
腟
超
音
波
検
査
で

見
つ
か
る
代
表
的
な
疾
患
」
で
記
し
た

よ
う
な
疾
患
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

検
査
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

・
月
経
痛
が
ひ
ど
い
方

・
過
多
月
経
の
方

・
貧
血
の
方

ま
と
め

　
経
腟
超
音
波
検
査
は
、
痛
み
も
ほ
と

ん
ど
な
く
、
数
分
で
終
わ
る
と
て
も
簡

単
な
検
査
で
す
。
子
宮
・
卵
巣
の
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

小
さ
な
異
常
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
医
師
が
直
接
検
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
子
宮
頸
部
細
胞
診
検
査
後
に
続

け
て
、
こ
ち
ら
の
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
画
像
を
見
な
が

ら
説
明
も
行
っ
て
い
ま
す
。

sakura_8sakura_9

総合健診センターに関する情報はこちら

受付時間 月～金曜 9:00～17:00
045-860-1888
人間ドックに関するお問い合わせ

ハマチの中華風刺身サラダ

①ハマチは厚さ５mm 程度にスライス
する。
②ワカメ・赤トサカ海苔・青トサカ海
苔は水洗いし、30 分ほど水にさらして
塩抜きしたあと、一口大にカットする。
③水菜は 1 〜 1.5cm の長さにカットし、
ミニトマトは 1/４にカットする。
④ピーナッツは袋に入れて叩いて砕く。
⑤ A をボウルに入れて混ぜ合わせ、ス
ライスしたハマチと和える。
⑥皿に水菜・ワカメ・赤トサカ海苔・
青トサカ海苔を盛り付け、ハマチを並
べる。
⑦最後にミニトマトを盛付け、❹を上
から散らす。

疾患の早期発見のためにも、自覚症状の有無に
かかわらず、全ての年代の女性が毎年受診する
ことをおすすめいたします。ご予約は健診セン
ターまで、お気軽にお問い合わせください。

火曜・
水曜の午前中、
第二木曜の午前中

ハマチ（︎柵） ……………240g 程度
水菜 …………………………… １束
ワカメ *（︎生） ………………… 50g
赤トサカ海苔 *（︎生） ………… 50g
青トサカ海苔 *（︎生） …………  50g
＊は海藻ミックスでも可

作り方

材料（︎4 人分） 健康レストランではコンセプトの一つに
「ナッツ類を活用したメニュー」を掲げて
います。今回はピーナッツとハマチを使
用した料理のご紹介です。豆板醤と米酢
を使った中華風のピリ辛なタレに、ナッ
ツの香ばしさを加えることで、満足度も
高く、暑さで食欲が低下しやすい夏でも
食べやすい一品となっています。

心 と か ら だ に し あ わ せ レ シ ピ

おうちで

A

経
けい

腟
ちつ

超音波（︎経腟エコー）
検査について

◀︎頭側 足側▶︎

子宮
膀胱

膣 肛門

健康診断の
ススメ
vol.21

ミニトマト( 赤・黄） ………… 各４個
ピーナッツ…………………… 50g
　ゴマ油 ………………… 大さじ ½
　米酢…………………… 大さじ ½
　濃口醤油 ……………… 大さじ１
　豆板醤 ……………… 小さじ１½

膣内へプローブを入れ、超音波で
子宮と卵巣の形や大きさ、位置、
周囲との癒着の有無などを調べる

検査
可能日

※経膣超音波検査は、
人間ドックのオプション検査です。

経腟超音波検査

経腟超音波検査

・子宮筋腫   ・卵巣のう腫   ・子宮内膜症
・子宮がん   ・卵巣がん　など

※子宮頸がんの前がん病変・がん細胞の有無、
子宮頸がんの原因であるHPVの感染は、経膣
超音波検査で調べることができません。

子宮頸がんの前がん病変・がん細胞の有無
が分かるのは「子宮頸部細胞診」、HPVの
感染が分かるのは「HPV 検査」です。

子宮・卵巣の疾患を正確に見つけるためにも、
それぞれの検査の目的の違いを理解しておくと
よいでしょう。

経腟超音波検査で見つかる
代表的な疾患

総合健診センターに関する情報はこちら

受付時間 月～金曜 9:00～17:00
045-860-1888
人間ドックに関するお問い合わせ

プローブ

監修：平成横浜病院 総合健診センター 栄養部



指
の体操

今回は
リハビリ
テーション
便りno.4

2021 夏
イベント・研修会のご報告

森
岡
先
生
映
画
出
演
！

ご
支
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

成島監督（右）と森岡医師（左）

　
五
月
二
十
一
日
～
上
映
さ
れ
て
い
た
映

画
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
主
演
の
「
い
の
ち

の
停
車
場
」
に
当
院
の
森
岡
先
生
が
医
療

指
導
も
兼
ね
て
、
出
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
大
学
病
院
で
救
急
医
と

し
て
働
い
て
い
た
医
師
が
実
家
に
戻
り
、

　
株
式
会
社KOSE

の
取
り
組
む
医
療
従

事
者
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「You are m

y 

HERO
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
化
粧

品
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院

で
働
く
職
員
と
し
て
常
に
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
ま
す
が
、
汗
を
か
い
た
り
ム
レ
た

り
し
て
、
肌
荒
れ
で
ボ
ロ
ボ

ロ
の
状
態
に
な
り
が
ち
。
皮

脂
を
抑
え
る
化
粧
水
や
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
て
も
唯

一
見
え
る
ア
イ
メ
イ
ク
の
化

粧
品
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
心
遣
い
が
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
横
浜
馬
車
道
の
フ

ラ
ン
ス
洋
菓
子
店
、
ガ
ト
ー

ド
・
ボ
ワ
イ
ヤ
ー
ジ
ュ
様
か

ら
も
、
お
手
紙
と
焼
き
菓
子

を
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
激

し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
温
か
い
お
心

遣
い
が
、
現
場
で
働
く
職
員

た
ち
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の

励
み
に
な
り
ま
す
。
職
員
一

同
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

在
宅
医
療
を
通
し
て
患
者
さ
ん
、
そ
の
ご

家
族
と
向
き
合
っ
て
い
く
お
話
で
す
。

　
映
画
を
見
た
看
護
職
員
か
ら
、「
こ
の

映
画
に
森
岡
先
生
が
出
演
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
「
こ
れ
は
見
な
け
れ
ば
！
」
と

思
い
、
鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
。〝
生
〟
と

〝
死
〟
を
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
映
画

で
し
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
自
分
の
状
況
と

重
な
り
、
老
い
た
父
の
事
や
自
分
の
死
、

何
を
一
番
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
…
。
病

と
戦
う
父
の
思
い
、
家
族
と
し
て
の
気
持

ち
、
医
療
従
事
者
（
看
護
師
）
と
し
て
の

考
え
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
し
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
映
画
で
す
。」
と
感

想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
七
月
七
日
・
七
夕
。
今
年
は
あ
い
に
く

の
お
天
気
で
し
た
が
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
で
あ
る
2B
病
棟
と
4F
病

棟
で
は
、
職
員
と
と
も
に
短
冊
に
願
い
を

込
め
、
笹
に
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
、「
右
手
・
右
足
が
よ
く
な

り
ま
す
よ
う
に
…
」「
ひ
孫
に
会
い
た
い

…
」「
夫
婦
円
満
！
」
な
ど
、
み
な
さ
ん

思
い
思
い
の
願
い
を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
相
撲
フ
ァ
ン
の
方
で
「
モ
ン
ゴ

ル
出
身
・
照
ノ
富
士
頑
張
れ
！
」
と
力
士

の
応
援
を
し
て
い
る
方
も
！

　
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
家
族
と
も
会
え

ず
、
病
院
の
行
事
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
が
終
息
し
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、

短
冊
を
飾
っ
た
み
な
さ
ん
の
願
い
事
が
叶

い
ま
す
よ
う
に
…
。

七
夕
の
飾
り
つ
け

sakura_10sakura_11 監修：平成横浜病院 リハビリテーション科 作業療法士　　※体操は痛みの強くならない範囲で無理なく取り組んでください。

【セルフケアのすすめ】

グーパー体操 指反らし体操

指にぎりストレッチ

1

1

2

2

日頃から手や指をよく使っている方は、大きな負担がかかっているため、
伸ばし辛くなる事があります。指のセルフエクササイズで、スムーズな動きを維持しましょう。

指を伸ばし切ったパーの状
態を 3 秒間保持します。

（左右交互に 10 回ずつ）

手のひらを上に向けてグー
の状態にし、2 秒間保持し
ましょう。

伸ばしたい指を反対の手の
平に置いて、全体をぎゅっ
と握りこみます。

５秒数えたら手を開きまし
ょう。（5 回繰り返す）

反対の手を使って手首を伸ばしましょう。痛み
の我慢できる範囲で肘も出来るだけ伸ばしまし
ょう。（1 回 10秒）

違和感のある指のみ
伸ばしても OK

手や指をよく使う方は、指の腱や腱
け ん

鞘
しょう

に大きな負
担がかかっているため炎症が起きやすく、腱鞘が
腫れて厚くなり、スムーズに手を動かせなくなる
事があります。曲がったまま指が伸びにくい、カ
クンと跳ねるように指が伸びる・痛みを感じる等
の症状を〝ばね指〟と言います。朝の起床時に症
状が強く、手を使っているうちに症状が改善する
という特徴がありますが、このような症状がある
方は、整形外科の受診をおすすめします。

ぐ〜っと
伸ばし
ましょう

ぱー

「ばね指」ってどんな病気？

ぐー

ぎゅっ

ぱ
っ

（2秒）

（3秒）

ガトー・ド・ボワイヤージュ様からのお手紙KOSE 様からいただいた支援品

病棟に飾った笹
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専
門
外
来

呼吸器内科

一般外科

乳腺外来
（予約制：乳がん検診）

整形外科

皮膚科

泌尿器科

水上 /山口

水上 愼一 水上 /吾郷

水上 /吾郷関 /大澤 関 /大澤 関 /大澤

大澤 /本川 大澤 /装具外来関/大澤（隔週）/
本川

担当医

岩永 とも子

渋井 壮一郎 渋井 壮一郎
渋井 壮一郎 渋井 壮一郎

岩永 とも子
高橋 ユエ 高橋 ユエ
高橋 ユエ

高橋 ユエ
高橋 ユエ（予約制）

高橋 ユエ

金 宇鎮
金 宇鎮

高橋 ユエ

内田 惠博

栗林 英彦

石井（物忘れ外来）
石井（物忘れ外来）

松本 / 程塚
松本 / 程塚

歯
科
口
腔
外
科

総合健診センター

一般外来

口腔外科

品川／菅 品川／菅
菅 省吾

菅 省吾
菅 省吾

闖⒤\\逵∝誓

菅 省吾
品川／菅 品川／菅
品川／菅品川／菅

インプラント外来 青山 繁（予約）

青山 繁 青山 繁 青山 繁
青山 繁（予約）

青山 繁
青山 繁（予約）

青山（手術）／澁谷 智明

田中／
加地（第 1・3・5）

青山（予約）／澁谷 智明

青山 繁（予約）

顎関節外来

病院

下部内視鏡（病院）

内
視
鏡

青山 繁

青山 / 山崎（第 2・4）

青山 繁

担当医

担当医

担当医

ドライマウス外来 品川 隆

口腔ケア 摂食・嚥下外来

スポーツ歯科外来

品川 隆

品川 隆

品川 隆

並木/内田/菅野/
林/島田 /加地（第1.3.5）

横山/清水/天野/
永井/林

小田切/小林/
高橋 /森岡

天沼/原 /
三浦 /佐藤 /菅野

中野/小林/
五藤 /豊水 / 武田

鮫島 伸一

許 吉起（下肢静脈瘤）

石田 文生

加地 利雄

鮫島 伸一 富永 治
脳神経外科・
頭痛外来

田中 耕平

森岡 研介

五藤 哲田中 耕平

田中 耕平

小田切 千里
田中 耕平

森岡 研介

総合内科

外来担当表（2021年9月現在）

消化器内科

糖尿病内科

循環器内科

神経内科

土

担当医

月

東丸 /森岡
程塚 明

火

東丸 /松山

森岡 研介
松山 直美

水

東丸 /程塚
小山 /加地

木

荏原 /松山
矢野 （隔週）/ 荏原

金

佐藤 /名内
滝沢 /鈴木

和合 建彦
和合 建彦
名内 雅宏
名内 雅宏

青木 一孝
服部 耕己

渡邉 裕樹（予約制）
滝沢 まどか（予約制） 西山 毅彦（予約制）

名内 雅宏 東丸 貴信 14:00～
小山 信彌

中山 未奈
乳井 伸夫 山田 亘岡﨑 善則

乳井 伸夫（第2、4週）

宮下 大介

滝沢 まどか


